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医療安全水準向上への課題と

事故当事者へのピアサポート
医療事故調査制度が動きlnしてからはや2年半が経ちました。本制

■がａｊｌするまでに様４なａａがありましたが,現在のところ,穏やか

な動き出しとなっています。

また,昨年6JIの医療法施行11則一部改iEでも,病院管肖1者による院

IJI死亡事例の一え管週1やま援回体等きＳ協議会の設・等がjl加さ

れましたが,医療事故調を制度の根幹である医療安全の推進は維持

されました。

一方,センターとなった日本ほ療安全調を機構がIBした再発防止に

向けた提言には,徐４にａ善はみられてはいますが,問題となる箇所

が複数Ｓめられ,まだまだａが国のＫ療安を水準の『aJ上が求められ

ているのが現状です。

本講演では,制度回始からの2年半を振り４るとともに,最近のトピック

であるほ療事故肖事きにﾇtするメンタルケア･ピアサポート(Ｋ療事故肖

事きとなったＫ療きを回じＫ療きか支えるシステム)について解説します。

本制度がａが国のぼ療Ｗをに資する■まとなるよう,回時に,４４

医療11事者の人権がＲ害されないよう,・ｇな■・ｌ!きが求められ

ています。
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奈参力n串ａみは・・です
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Ｅ師以外のｉ療スタッフの皆さんのご参力lも飲迎いたします。
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